
 

 

平成 20年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 
区分 指導 題名 稲作コスト低減技術情報ナビの作成 

［要約］稲作経営体の低コスト化に向けた改善点の把握とそれらに基づいた重点的な改善指導に資するため
、各経営体の経営データを入力することで、生産費統計や技術体系データと比較し、要改善点を把
握できるシートを作成するとともに、岩手県農業研究センターで開発した低コスト化に向けた技術
や参考情報を改善効果別に検索、表示できるデータベースを作成した。 

キーワード 低コスト 技術情報 データベース
○水稲生産コスト低減チーム 
企画管理部農業経営研究室 

 
1 背景とねらい 
近年の米価の低迷と生産資材の高騰により、稲作経営体の所得は一貫して減少しており、本県では、
稲作経営体の所得確保と県産米の競争力の強化を図るため、｢稲作生産コスト低減に向けた行動計画｣
を作成し、生産コストの低減に取り組んでいる。 
このため、各経営体の要改善点を把握するための分析シートを作成するとともに、改善指導に活用で
きる技術情報等のデータベースを作成した。 

 
2 成果の内容 
  本ナビはMicrosoft Excelで作成しており、次の２つの機能を有する。 
(1) 生産費及び労働時間分析シート 

各経営体の作付規模、10ａ当たり収量、費目別生産費及び作業別労働時間を入力することで、生
産費統計データ及び平成 20 年度に本県で作成した技術体系データと比較し、要改善点を把握できる
シートを作成した（図１）。 

(2) 低コスト化技術情報等データベース 
各経営体の要改善点を絞り込み、重点的な改善指導に資するため、岩手県農業研究センターで開

発した低コスト化に向けた技術や参考情報を改善効果別に検索、表示できるデータベースを作成し
た（図２）。本データベースには、県内の普及情報や行政情報(各種制度や補助事業及び融資等)も
登録することが可能である。 

 
3 成果活用上の留意事項 
(1) 生産費及び労働時間分析シートで比較対象としている生産費及び労働時間のデータは以下のとお
りである。 
① 農業技術体系データ(平成 20 年度成果) 
 ｢水稲(ひとめぼれ･あきたこまち,10a区画･移植,1ha規模,北上川流域)｣ 
 ｢水稲(ひとめぼれ･あきたこまち,30a区画･移植,5ha規模,北上川流域)｣ 
｢水稲(ひとめぼれ･あきたこまち,大区画･移植,15ha規模,北上川中･下流域)｣ 
｢水稲(ひとめぼれ･あきたこまち,大区画･移植,30ha規模,北上川中･下流域)｣ 

  ② 平成 18 年産米生産費統計(農林水産省統計局) 
   ｢全国の作付規模別生産費｣、｢東北の作付規模別生産費｣、｢岩手県の米生産費｣ 

③ 『稲作生産コスト低減に向けた行動計画』の｢生産コスト低減目標｣ (岩手県稲作生産コスト低減
推進会議) 

 (2) 農業施設費と農業機械費の計算方法は生産費調査と技術体系では大きく異なるので注意すること。
生産費調査では耐用年数を経過した施設・機械の償却費用は計上していない。一方、技術体系では、
使用する施設・機械すべてについて｢実耐用年数(法定耐用年数の５割増し)｣で除した償却費を計上
している。 

 (3) その他上記データにおける費目分類や作業分類及び積算根拠等については、本 Excel シートの費
用･作業分類一覧及び各技術体系データの積算内訳表を参照すること。 

(4) 本ナビは普及 LANDISK(\\10.1.51.84\fukyu\稲作コスト低減技術情報ナビ)上で公開する予定であ
る。 

 
4 成果の活用方法等 
(1) 適用地帯又は対象者等 

県庁関係課、振興局農政(林)部、普及センターの担当者 
(2) 期待する活用効果 
稲作経営体の低コスト化に向けた改善点の把握とそれらに基づいた重点的な改善指導 

 
5 当該事項に係る試験研究課題 
 （H16-02-2000）ﾈｯﾄﾜｰｸ利用型農業経営設計ｼｽﾃﾑの開発[H16～20,県単] 
 
6 研究担当者 
 水稲生産コスト低減チーム 
 企画管理部農業経営研究室  専門研究員 阿部直行  専門研究員 松浦貞彦 
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8 試験成績の概要（具体的なデータ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 比較単位(10a当たり、60kg当たり)を選択 
 
② 各経営体の作付規模、10a当たり収量、費目別生産費を入力
 
③ 比較対象とする作付規模をそれぞれ選択 
 
④ 全国の作付規模別生産費、東北の作付規模別生産費、技術
体系データと比較とした、各経営体の費目別生産費がレーダ
ーチャートで示され、要改善点が把握できる。 

① 

② ③ 

④ 

図１ 生産費分析シート 

① 低コスト化技術等の情報名を表示 
 
② 情報の内容(成果の要約)を表示 
 
③ 情報内容の技術を導入することによって経費が削減され
る費目及び労働時間が削減される作業内容を以下の凡例に
より表示 
 ◎：主要な削減費目(作業内容) 
 ○：付随的に削減される費目(作業内容) 
 ×：逆に増加する費目(作業内容) 
 ※オートフィルタを設定しているので、削減したい費目(作
業内容)に関する情報のみを表示することができる。 

① ② 

④③ ⑤
④ その他コスト低減
の参考となる情報
(単収向上、品質向
上、経営計画策定等)
について◎で表示。 
 
⑤ 担当研究室及び連
絡先電話番号を表示 
 
⑥ 情報番号にハイパ
ーリンクを設定して
いるので、クリック
すると情報内容(研
究レポート、試験研
究成果書、報告論文
等のPDFファイル)が
表示される。 

⑥ 

図２ 低コスト化技術情報等データベース 


